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１． はじめに 

水温は河川環境の中においても水生昆虫群集に与える影響が大

きいことが知られている１）．これまで水生昆虫群集と水温の関係性

を評価する研究は多く行われているが，複雑な物理環境により構成

される現地の河川環境において正確に水温の影響を検知すること

は困難である．一方，室内実験により水温が水生昆虫に与える影響

はしばしば測定されているが２），これら研究は実験対象が単一の種

に限定されるため，群集全体への水温の影響は理解されない． 

一般的に山間部における源流域は森林地域に分布することが多

いため，その森林と森林土壌の効果により，年間を通じて降雨によ

る流出作用が緩和され３）水質が一定に保たれる４）ことが知られてい

る．一方，水温は異なる源流域においても標高や季節の変化に応じ

て大きく変動する．このため，源流域において異なる標高・季節を

対象として調査地点を設定することにより，水温の変化が水生昆虫

群集に与える影響を従来よりも正確に把握することが可能である． 

以上の観点より，本研究においては，異なる時期・標高の河川源

流域を調査し，河川水温が水生昆虫群集に与える影響を定量的に評

価した． 

 

２．研究対象河川  

 宮城県中央部に位置する名取川流域内の源流域において，全4地

点の調査地点を設定した．それぞれの調査地点は山地森林内を流れ

る類似した水勢および勾配を有する次数１の河川に位置しており，

標高200m，400m，600m，800mとなるよう設定した．対象河川の

例として標高200mと600m地点を図‐1と2に示す． 

 

  

 

 

 

３．方法 

 2011年の7/13, 8/10, 9/16, 10/11それぞれ全調査地点において調査を

行った．水温は各調査地点においてデジタル水温計を用いて河川の

表層を測定した．水生昆虫群集の定量サンプリングはコドラード付

きサーバーネット（30cm×30cm，メッシュサイズ250μm）を用い

行った．サンプルは現地において99.5％エタノールを用い固定して

実験室に持ち帰り，室温において保存した．サンプルを150倍の実

体顕微鏡を用いて日本産水生昆虫検索図鑑と原色川虫図巻に従い

可能な限り細かい分類レベル（種・属・科・目）の同定を行い，そ

れらをまとめて分類群とした．その後，サンプルごとに水生昆虫の

分類群数，分類群ごとの個体数密度，分類群ごとのバイオマス（現

存量）を計測した． 

 

４．結果と考察 

4.1 バイオマスと水温の関係 

 全サンプルからなるバイオマスと水温の関係をみると，標高

200m 地点において高いバイオマスを示すという傾向が得られた

（図‐3）．また，標高400m地点においては全ての調査時期におけ

るバイオマスが小さな値を示した．他の調査地点における河床基質

が石礫および砂により構成されるのに対し，標高400m地点は主に

岩盤のみから構成されている．このため，本研究においては標高

400m地点を他3 地点と比較して著しく水温以外の河川環境が異な

る地点と判断し，以下解析において除外している． 

 双翅目ごとのバイオマスと水温の関係を見たところ，相関が確認

された（R2=0.38，P<0.05；次ページ参照）（図‐4）．これは双翅

目の全バイオマスに対して，51.9%を優占したユスリカ科の影響で

あると考えられる．ユスリカ科の生息を可能にする適温域が0～

35℃程度５）であるのに対し，本調査においては10～20℃程度の範囲

に限定されていた．従って，今後は調査の期間を長くすることによ

り，さらに広範な水温環境における水生昆虫群集を評価する必要が

ある． 

 

 

 

図‐1 標高 200m 地点 図‐2 標高 600m 地点 
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4.2 個体数密度と水温の関係 

 標高400m地点を除いた全サンプルからなる個体数密度と水温の

関係については相関（R2=0.40，P<0.05）が確認された（図‐5）．

特にカゲロウ目とトビケラ目の個体数密度を合わせて得られた水

温との関係は強い相関（R2=0.60，P<0.05）がみられた（図‐6）．

カゲロウ目は水温低下によって種構成が減少する６）ため水温の低い

調査地点においてカゲロウ目が減少したことが原因と考えられる．

これに対してカワゲラ目と水温の関係については水温が高くなる

につれて個体数密度が低下する傾向（R2=0.20）がみられた（図‐7）．

これは，カワゲラ目の全個体数密度に対して13.6％を優占したモン

カワゲラ属と17.9％を優占したユビオナシカワゲラ属が寒冷な水域

を選好して生息する７）という特徴を有していることから，本流域に

おいても標高の高い冷涼な地域である，標高600m地点と800m地

点のみに分布していることが原因と考えられる． 

 個体数密度と水温に関して有意な相関を得られたが，バイオマス

と同様にさらに広範な水温をみることによって線形近似以外の相

関を得られるとも予測され，今後の研究が必要である． 
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図‐3 バイオマス・水温 

図‐4 ハエ目バイオマス・水温 

図‐5 個体数密度・水温 

図‐6 カゲロウ目とトビケラ目の個体数密度・水温 

図‐7 カワゲラ個体数密度・水温 
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